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X線分光撮像衛星XRISMチームは、「ひとみ」が扉を開いた、高温プラズマの超高分解能分光観測による宇宙
の重元素生成と循環、および高エネルギー天体から星間空間・銀河間空間にいたるエネルギーの輸送の観測的研
究を進展させるべく、2018年のプロジェクト発足以来、開発をすすめてきた。XRISMは、２台の高効率X線反
射鏡 (XMA)をそなえたX線マイクロカロリメータ (Resolve)とX線CCD(Xtend) によって、それぞれ超高分解
能X線分光と、広視野X線撮像を行う。これまで個別に報告してきたように、二つの搭載観測の開発・製造・試
験が進み、2022年からは JAXA筑波宇宙センターにおいてプロトフライト試験を実施、衛星全体として所定の機
能・性能を確認した。その後、開発完了審査を経て、2023年 3月には、種子島宇宙センターに衛星を移送し、射
場での準備を進めている。また並行して、衛星の運用を行う宇宙科学研究所 SSOCにおいても、打ち上げ後の運
用準備と訓練を継続的に行うとともに、運用からデータ処理まで含めたシステムの準備を計画的に構築してきた。
本講演ではXRISM開発の経緯と現状、軌道上での初期観測計画、その後の公募観測の計画について紹介する。


